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＜学園運営システム構築プロジェクト＞
○教員がより指導に専念できるように併置校業務システム開発を継続し、効率化・合理化を図った。
　⇒監督層である主幹級教員増を踏まえ、業務の分担の見直しと権限強化を行った。
　⇒主幹級教員の統括分掌と担当プロジェクトを明確にした。

＜人材活用プロジェクト＞
○S部門：専門家を学習指導アドバイザーとして、人材克応した授業者支援（毎週）を、高等部に拡大した。
○両部門：特別講師を招聘した保護者学習会「言語・文字の獲得に繋がる『考える力』を育てる」を開催し、
保護者が、『「学校教育」と「家庭教育」が一体となって、学力向上につながる』ことを実感させることができ
た。

④

教 育 課 程
の 特 徴

学 級 数
肢体不自由教育部門：小学部　22学級、中学部　13学級、高等部　13学
級
病弱教育部門：小学部　11学級、中学部　7学級、高等部　5学級
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肢体不自由教育部門：児童・生徒数　178名
病弱教育部門：児童生徒数　9名
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肢体不自由教育部門：小学部、中学部、高等部、在宅訪問教育
病弱教育部門：小学部、中学部、高等部、分教室、病院内訪問教育
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今年度の取組と自己評価

②

副 籍 実 施

人材活用・協働システムの構築
＜学校組織で主管する部署
　経営会議、学習指導部、研究研修部＞

＜学園一体化プロジェクト＞
○併置校の良さを生み出す教育活動として、「光美展」「光書展」を創設し、通学生だけに限らず、在宅訪問
生、分教室生、病院訪問生、全員が同じ仲間であるという実感につなげることができた。
○学園の一体感を醸成するために、光明祭だけでなく保護者も交えて、開校１周年記念の両部門合同音楽
会等を実施した。
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②

効率的・機能的な学校組織の確立による組織力向上　＜開校時3年間のみ特設目標＞

学園を的確に運営するシステムの構築
＜学校組織で主管する部署
　経営会議、教育課程・学籍部＞

専門家評価「専門性ある人材の活用が教育充実に繋がっている」
目標② 専門家評価「効率的・機能的な学校組織が構築できている」
目標① 関係者意識評価「併置型学園としての良さを創出している」

目標③
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③

専門性ある人材を活用した教育の充実　＜開校時3年間のみ特設目標＞
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①

魅力ある学園教育の創出　　＜開校時3年間のみ特設目標＞

・回答率（保護者62％、教員100％）
・生徒授業満足度83％、保護者満足度66％、学校運営連絡協議会からの肯定
的評価89％

http://www.komeigakuen-sh.metro.tokyo.jp/site/zen/

目 指 す 学 校
肢体不自由教育部門と病弱教育部門が有する専門性を活用し、障害による学習上又は生活上の困難に対する主体的な改善・克服や健康の回復・保持増
進を図るとともに、一人一人の能力・特性等を最大限に伸ばすことにより、学園生の自立と社会参加を切れ目なく支援する学校を目指す。

③

肢体不自由教育部門：直接交流が小学部6割程度、中学部は4割程度である。
病弱教育部門：小学部、中学部の児童・生徒は原籍校をもつ。

両教育部門において、ＩＣＴを活用した個に応じた教育の充実。

両教育部門において、多様な進路選択に応える進路指導・キャリア教育の
充実

中度の児童・生徒の教育は、知的障害を併せ有する児童・生徒の教育課程
による指導で、教科や領域について重点的に行う。
軽度の児童・生徒の教育は、準ずる教育課程により教科指導を重点的に行
うとともに、進路指導と連携した補習等も重視する。

⑤

03-3323-8421

学園構築プロジェクトの推進
＜学校組織で主管する部署
　経営会議、教育課程・学籍部、広報部、経営企画室＞

状 況

学 校 評 価
スクールバス 肢体不自由教育部門：駒沢コース、世田谷コース、目黒コース等、15コース運行

そ の 他
病弱教育部門には、国立成育医療研究センター内に「そよ風分教室」を
設置している。

平成30年度　都立学校・学校経営シート
肢体不自由教育部門：世田谷区、目黒区、渋谷区、港区の一部
病弱教育部門：学区域は全都、全員、寄宿舎生活のため通学はしていない。
平成２９年度　進路決定率：１００％　【肢体不自由教育部門】：生活介護１４名、就労継
続支援Ｂ型１名、職業訓練校１名、専門学校１名　【病弱教育部門】：専門学校１名

重度・重複重複の児童・生徒の教育は、自立活動を主とした教育課程により
認知、コミュニケーション、身体の動き等の指導を重点的に行う。

①

進 路 実 績
校

章 校訓　「可能性の追求」
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肢体不自由教育部門 病弱教育部門 

本校拠点 分教室拠点 

校 訓：可 能 性 の 追 求 

本人・保護者の願い 

夢や希望 

ICT機器の有効な活用 
タブレット端末、遠隔ロボット 

個に応じた学習指導 

安心・安全 
「防災」「保健」「給食」 

教師間、外部専門

家との協働・協力 

進路指導・地域支援 

の充実 

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ教

育ｱﾜｰﾄﾞ顕彰校 ワーク・ライフ・バランス 

業務の効率化 

自立と社会参加 前籍校復帰 希望の進路を実現 

確かな「学力」 

意思表示・意思決定 

２部門、２拠点、

５指導形態による 

新たな併置校像 

在宅訪問 通学 寄宿舎からの通学 そよ風分教室 病院訪問 

相互に保有する専門性の共有 

 

 


